
10月3日、4日の本会議で16名の議員が代表質問を行いました！

代表質問
とは？

▶主な代表質問を2・3面で紹介します！
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観光地等交通対策
（2,700万円）

Arts Aid KYOTOによる
文化振興の推進
（2億5,400万円）

過去負債の
返済

（25億円）

9月市会前半の報告

一般会計の収支不足を補填するために行って
きた、公債償還基金（市の借金返済のために
積み立てている基金）からの計画外の取崩し
を一部返済する。
（公債償還基金の計画外の取崩残額460億
円→435億円）

持続可能な文化芸術の振興、文化財保護を図る「Arts 
Aid KYOTO ～京都市 連携・協働型文化芸術支援制
度～」について、支援者からの寄付を活用し、支援を充
実する。

京都市会

10月2日の本会議で、過去負債の返済や文化振興の推進、観光地等における交通対策などに必要な
総額34億3,400万円の補正予算を可決しました。主な事業と議論の一部をご紹介します。

事業内容

事業内容
秋の観光シーズンに、特に
混雑が激しい東大路通の渋
滞緩和のため、迂回を促し
通過車両の流入を抑制させ
る社会実験を実施するな
ど、交通対策の充実を図る。

事業内容

議論の一部
議論の一部

・早期の返済に向けて決算が黒字となる場合に毎年
の返済予定額を上積みする考えはあるか。
・早期の返済に向けて毎年の返済予定額を当初予算
で全額計上する必要がある。
・決算黒字の活用に当たっては、早期の返済と様々
な事業への充当とのバランスを図るべき。 

・京都の交通事情をよく知らない観光客にも取組の
全体像がイメージしやすいよう周知用プラカード
の表示内容を工夫する必要がある。
・社会実験結果をしっかりと検証し、今後の交通渋
滞対策につなげるべき。

・現場のニーズを踏まえて
通常支援型の予算を拡充
し、文化芸術の裾野の拡
大や若手芸術家支援に取
り組むべき。

議論の一部

本会議において、議員が各会派を代表して、市長等に対し、市政のあらゆる
事業や取組等について、現在の状況や将来に向けての方針等の確認、政策
提案などを行うものです。

後半

本会議
市長が議案を提出

9月24日
予算特別委員会（局別質疑）
補正予算を審査

9月25日
本会議
補正予算を議決

10月2日
本会議（代表質問等）
市政の課題等を議論
補正予算を議決（4日）

10月3日・4日

10月8日～11日 10月30日・31日
決算特別委員会（総括質疑）
審査の総仕上げとして、
市長等に対して一問一答で質疑を実施

決算特別委員会（局別質疑）
事業の担当局ごとに詳細な質疑を実施

11月6日
本会議
令和5年度
決算等を議決

今号
でご紹介!

9月市会
スタート！

代表質問は
2・3面
でご紹介!

9月市会の議論の様子を京都市会ホームページからご覧いただけます！

すそ の

インターネット
議会中継

京都市会
ホームページ

次号
（12月15日発行）
でご紹介!

6年度
令和

前半

令和6年度補正予算を審査・代表質問

令和5年度決算等を審査


